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近年 I O S の普及期初期であると考える。各社より様々な I O S が発売され開業歯科医師が実診療に使用

する頻度が増加している現状である。I O S を使用するにあたり支台歯形成の基本は歯肉縁上マージンであ

る。しかし実際は旧補綴物の再製作や歯肉縁下カリエス、または審美的理由により歯肉縁下にマージンを設

定しなければならない状況が過半数であるとも言える。そこで各種 I O S を使用し歯肉縁下マージンの光

学印象におけるマージン再現性を検証したので報告したい。本検証にあたり豚下顎骨大臼歯にフルクラウ

ンを歯肉縁下 0.5mm 程度で形成しシリコン連合印象と各種 IOS でスキャンを行い、３SHAPE 社のマージンチ

ェックソフトにてマージン再現性を検証した。 

 


